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国語・数学・英語 

ご挨拶 

 

  この度は「国語個人指導専門 アゴラ」「難関大医進専門 AGORA」（「アゴラ国語（略称）」）のパンフ

レットを手にとっていただき有り難うございます。 

 

はじめに 

 

 「物（もの）事（こと）の本質を見抜く力」 

  

この点こそが各受験科目で問われていることです。 

国語の場合、「どういうことか」「何故か」という形で本質へのアクセスを促します。 

ためしに最近の東京大学の問題を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 さらに注目すべきは「本文の趣旨に従って」「本文の論旨を踏まえた上で」という文言です。これは

「どういうことか」「なぜか」の答えが近視眼的妥協ではいけない、ということを戒めていると読むこと

はできないでしょうか。 

 ともすれば、私たちは易きに流れやすいものです。これが民衆ならば「日々の生活に追われ」致し方

ないこともまま、あるでしょう。しかし社会のリーダーはそういうわけにはいきません。皆さんはリー

ダーになるべき人材です。 

 この国の屋台骨を支えてきた人材を輩出し続けてきた大学が、反省と期待を込めて受験生に何十年も

同じことを問い続けることの凄味が伝わってきませんか。 

  

「どういうこと？」「なぜ？」その答えの更にその先を問え！ 

 

ここまでの件（くだり）は何度も目にしたことがあるでしょう。 

2013年の問題文は（湯浅博雄「ランボーの詩の翻訳について」）からです。 

この文章は私達がいかに問題を読み、どう解決へと向かうべきか示唆的な文章となっています。 

 

  

2013年度（現代文） 

（一）「もっぱら自分が抜き出し、読み取ったと信じる意味内容・概念の側面に注意を集中し

てしまうという態度を取ってはならない」(傍線部ア)とあるが、それはなぜか、説明

せよ。 

（二）「はるかに翻訳者による日本語作品である」(傍線部イ)とはどういうことか、説明せよ。 

（三）「原語と母語とを対話させる」(傍線部ウ)とはどういうことか、説明せよ。 

（四）「翻訳という対話は、ある新しい言葉づかい、新しい文体や書き方へと開かれている」

(傍線部工)とあるが、なぜそういえるのか、説明せよ。 

（五）「翻訳という営為は、諸々の言語・文化の差異のあいだを媒介し、可能なかぎり横断し

ていく営みである」(傍線部オ)とあるが、なぜそういえるのか、本文全体の趣旨を踏

まえた上で、一〇〇字以上一二〇字以内で説明せよ。 
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掲題の通り、「翻訳」のあり方についての文章です。他言語を母語にという本来の語義通りの「翻訳」

にとどまらないところがこの文章の面白いところです。 

 例えば、私達の日常にある翻訳の風景を考えてみましょう。オリンピック・アカデミー賞・トニー賞・

政治的行事等、通訳の方がリアルタイムの臨場感を伝えてくれます。通訳は口語、翻訳は文章を言い換

えるとよりわかりやすいでしょう。ただ翻訳の示す世界はもう少し深いようです。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 戒めでしょう。翻訳産業花盛りとも聞きます。わかりやすく、よりわかりやすく。これは非難ではな

く、感想として受け取ってもらいたいのですが。大学時代、私の生活のかなり深いところまで「外国文

学」に占拠されていました。特にロシア文学、中でもドストエフスキーだけは、私を現実から引きちぎ

るほどの強い力で、かの地のかの人々との交歓を可能にしました。その読書体験の流れの中である一冊

の本に出会います。 

「カラマーゾフの兄弟」です。そこには人間が断片的に描かれているのではなく、人類が脈の中で描か

れているようでした。「僕も人類の一員なのだ。」という気付きと興奮はしばし青年を、現実に還ること

をためらわせたほどでした。 

 その時私は不思議な体験をします。そこは真冬の京都。立命館大学・双ヶ丘寮、談話室です。石油ス

トーブの残り火が急激に寒さを集める中、本を読み終えた僕は、一人ボーっとしていました。カーテン

越しに薄明が差し始めています。一人、本を読み終えてどんな顔をしていたのでしょう。ちょうどそこ

に、僕に「ロシア文学いいぞ」と勧めた友人のＡ君が眼をこすりながらドアを開けて入ってきました。

僕と目が合うと彼は一言こんなことを言いました。 

「カラマーゾフを読んだ顔をしているな」一言残して出て行きました。 

特にそこに何か特権的な意味を付与しようというわけではありません。 

暗黙の了解は他者との精神的つながりが「カラマーゾフ」を介して成立したという象徴的なことなので

はないでしょうか。 

その日、僕は勝手に「読書体験の終了」を決めていました。もうこれ以上の感動はないし、まるで人

間を 

 

詩人―作家のテクストを翻訳する者は、次のような姿勢を避けるべきだろう。つま

り翻訳者が、むろん原文テクストの読解のために、いったんそのテクストの語り方の

側面、意味するかたちの側面を経由して読み取るのは当然なのであるが、しかしこの

フォルム的側面はすぐに読み終えられ、通過されて、もうこの〈意味するかたちの側

面〉を気づかうことをやめるという姿勢は取るべきでない。もっぱら自分が抜き出し、

読み取ったと信じる意味内容・概念の側面に注意を集中してしまうという態度を取っ

てはならない。そうやって自分が読み取った意味内容、つまり〈私〉へと伝達され、

〈私〉によって了解された概念的中身・内容が、それだけで独立して、まさにこのテ

クストの〈言おう、語ろう〉としていることをなす(このテクストの志向であり、意味

である)とみなしてはならないのである。 

翻訳者は、このようにして自分が読み取り、了解した概念的中身・内容が、それだ

けで独立して(もうそのフォルム的側面とは無関係に)、このテクストの告げる意味で

あり、志向であるとみなしてはならず、また、そういう意味や志向を自分の母語によ

って読みやすく言い換えればよいと考えてはならないだろう。 
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「カラマーゾフを読んだ人間」と「読んでない人間」に分別してしまう青春の傲慢に身をおくことにな

るとは思いませんでした。でも今でも多少そこは否定出来ないところでもあります。 

その後１０年ほど前にＫ文社というところから別の翻訳者による「カラマーゾフの兄弟」が刊行され

ベストセラーになりました。もちろん読んでみたのですが（途中で投げ出しました）何故か？引っ掛か

りがないのです。ストーリーテラーの文章を読むがごとくすべてがすんなり理解されるのです。立ち止

まって、意味を考えるというか、そうせざるをえないかつての新潮・原卓也版に感じた「ロシア」や「ゾ

シマ」や「アリョーシャ」「イワン」の風土の重さ・匂い・汚らわしさ、特に「大審問官」だけは如何と

もしがたい。よくキリスト教的知識を持つべきだと、知識、観念的なことを勧める方もおられますが、

原版は僕の印象では僕の内側で肉の体験として実感できる、「私の重さ」への自覚でありました。（観念

的であろうとする私と自身の肉の存在をなめ尽くそうとする間で揺れていたように思います） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 翻訳は「これでよし」と止まることは永遠にできないということだ。作者独自の文体によって彼が語

ろうとする真意を、翻訳者が母語への翻訳で静止させることを許さない。 

なんと厳しいことでしょう。 

  

 

「名詞を動詞化する」という考えを僕はよく用います。名詞は世界から切り取り、ひとつのテーブル

の上に乗っけるための便宜です。分節化はみなさん聞いたことがあるでしょう。止まっているから共通

のテーブルに乗っけて、腑分けして意味を観念的に付与することができます。それを共有する。 

 「自然（nature）」の大本は、ラテン語のナトゥラ「natura」といって「産出する」動きを表した言葉

だったようです。当時の人の目にダイナミックな世界が広がっていたのでしょう。それがその「産出す

る」動き（動詞）によって産み出された個々の物を指すようになります。それが今の私達が使う「自然」

（名詞）へとつながっていくわけです。 

 「自然」を力動的な世界に還元した時、私達はもっと眼差しを、自然を見て終わりから脱却する必要

があるように思います。これは観念ではありません。 

 最後に作者は「翻訳」がこれでよしという「私」の怠惰を戒めることを忘れません。人間は傲慢です。

これでよし。として権威であれ、他者の評価によって得られる自身であれ、「これでよし」ととどまり、

「動き続ける」「運動としての思考」をせず「情報の軽さに肉の重さを解消させる」ことで「これでよし」

と決めつけます。 

  

軽薄な個人です。 

翻訳者は、原文の〈意味する仕方・様式・かたち〉の側面、表現形態の面、つま

り志向する仕方の面を注意深く読み解き、それを自国語の文脈のなかに取り込も

うとする。しかし、フランス語における志向する仕方は、日本語における志向する

仕方と一致することはほとんどなく、むしろしばしば食い違い、齪齢(そこ)をきた

し、マサツを起こす。それゆえ翻訳者は諸々の食い違う志向する仕方を必死になっ

て和合させ、調和させようと努めるのだ。あるやり方で自国語(自らの母語)の枠組

みや規範を破り、変えるところまで進みながら、ハーモニーを生み出そうとするの

である。 

こうして翻訳者は、絶えず原語と母語とを対話させることになる。この対話は、

おそらく無限に続く対話、終わりなき対話であろう。 
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 重厚な個人はもっと底に向かい、底が光っているものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 翻訳とは、異国を、母語を通じて自国に顕現させることである。そこには異国が異国のまま。私達の

前に現れなければならない。そこで翻訳者の作為を作者は否定する。観念的であれ、肉体であれ「往来」

を通じてのみ、しかも永遠の往来によってのみ、さしあたりの異国を示すことになる。しかし、「止まっ

たら」動かさねばならない。その先に異国を丸抱えで伝え得る何がしかの「一時的帰結点」が見つかる

と筆者は言っているのである。さしあたり、文体を通して觀念と一線を画す肉の重さの真実に、それに

刻み込まれた諸々に、私達は真実の地平に向かうことが出来る。 

 

 最後に社会システムであれ、FB の「いいね」であれ、ネットであれ、私達は「重さ」のない「情報」

にこのＥ=ＭＣ２におけるＭの肉の質量が動かされていることを時折自覚しなければなりません。死は重

さのあるこの肉体に生じるのです。 

今一度、この重量に人生の当たり前を見つけてみよう。Ｍ（重さ）の消失が死なのだから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もっと大きなパースペクティブ（遠近法）において見ると、諸々の言語の複数性

を引き受けるということ、他者(他なる言語・文化、異なる宗教・社会・慣習・習

俗など)を受け止め、よく理解し、相互に認め合っていかねばならないということ、

そのためには必然的になんらかの「翻訳」の必然性を受け入れ、その可能性を探

り、拡(ひろ)げ、掘り下げていくべきであるということに結ばれているだろう。 

翻訳は諸々の言語・文化・宗教・慣習の複数性、その違いや差異に細心の注意を

払いながら、自らの母語(いわゆる自国の文化・慣習)と他なる言語(異邦の文化・慣

習)とを関係させること、対話させ、競い合わせることである。そうだとすれば、

翻訳という営為は、諸々の言語.文化の差異のあいだを媒介し、可能なかぎり横断

していく営みであると言えるのではないだろうか。 
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アゴラ国語の本質 

   

「アゴラ国語個人指導に含意されていること」 

   

アゴラは古代ギリシアの言葉で「人の集まる所」を意味し、市場や集会所などがある公共広場を指

しました。そこでは全ての人が自由に議論し合い、生活の中心として政治や経済、文化の拠点として

機能しました。 

  集う人々が個人として尊重された「広場」だったと思います。何も知識を得るためだけではなく、

心身疲れたれた人がリフレッシュのために訪れたかもしれません。アゴラ国語もそのような厳しくも

暖かい場であってほしいと願っています。 

更にアゴラ国語では「自主的」と「主体的」を明確に分けて考えています。 

「自主的」とは、やらなければならないことが明確で、その行動を他人に言われなくとも自ら率

先してやることです。 

具体例 

「私は先生や先輩、親に言われなくても、課題をちゃんとやることが出来ます」 

 

つまり、「自主的に動け」は、言い換えれば「同じやるなら、やれといわれてからやるのでなく、

自分でやろうと思ってやれ」ということになります。多くの生徒はこのレベルで留まっています。 

 

「主体的」とは、何をやるかは決まっていない状況下、自分で考えて、判断し行動することです。 

具体例 

「私は課題の目的を考えます。そして、目的が『大学に合格するための得点力を向上させるこ

と』と定義したら、課題をこなすための時間を有効にするために、方法を工夫します。例え

ば考えてもわからない問題は先に解説を見るとか。あるいは、根本的なことがわからない、

あるいは既習分野である。というような場合、新たな課題をもらうか、別の参考書で概念理

解や演習量を増やすことをします」 

 

つまり、「主体的に行動する」とは、「状況を判断して、自らの責任で最も効果的な行動をとる」

ということです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

思考の源泉である国語という名の母語でもって、あらゆる領域を縦断する力を得る。

本来国語がすべての教科の基本という時はこちらの意味である。 

その力を充実させて私達は社会の一員としての個人の独立・主体性を獲得する。そ

れがひいては他者へのおもいやりの源泉となり、社会に希望を見出せる未来づくり

の担い手となる。 
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最後にアゴラのメンター（講師・先生）について説明します。（14、25ページで紹介しています） 

生徒に先生の力量は理解できません。断言します。 

そんなことはないという生徒はそんなこともあるかもしれないという見方も必要でしょう。もちろ

ん「後生畏るべし」という言葉の意味するところを知った上で改めて注意喚起したいわけです。 

 

〈私〉が捉え得た他者の評価をある「名詞」でとどめてしまっては、他者の真意（本当）近づくこと

を自ら放棄することに違わない。 

  

一種、時代が産んだ「信者型教育」です。生徒の皆さんに一つ注意があります。 

 

「他者を自分のものさしで決めつけないこと」です。 

 

「先生」は生徒によって変化していきます。教育的ポリシーの強い「底光る人々」は生徒の意見を真

摯に聞き取り、長いスパンでの成長に思いを馳せて、「今、ここで」すべきことを伝承する力があり

ます。但しレベル・内容に応じて「引き出し」を多く持っているため、生徒の「意識の高さ」に引

き出そうにも引き出せない場合も多々あります。 

 学校の先生にも忸怩たる思いで生徒と接している方も多いと思います。添削をお願いしたりして生

徒の「やる気」で先生の「深い高い引き出し」を開けさせると良いです。先生の無上の喜びとなる

でしょう。 

 

アゴラスタッフの更なる特徴は 

 

①教科体系の背骨を作る力がある。 

②小学生から大学受験まで指導可能。 

③教育の専門家として「人間愛」に基づく厳しさで生徒に接する。 

 

 

 

そこ（底）の光る皆さんの良い所を「そこ」と指差せる先生方です。安心して先生とのコラボレーシ

ョンを楽しんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主宰 上江洲 朝也 
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      今自分の立っている場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １や２の状況では登ろうにも滑り落ちるのが落ちでしょう。 

３は１・２に比べて余裕があります。受験準備がうまくいく可能性は高いです。 

 

Point１ 

   現実をしっかり見て、これからのた

めに「今、何をすべきか」よく考え、計

画を練りましょう。 
   

壁=

目
標 

Ｙ
軸=

目
標
の
高
さ 

 

目標に対する自分のポジション 

       １ 目標が高すぎる。 

       ２ 残時間が少ない。      ３ 目標に対して適切な残時間。 

 

       

 

X軸=残時間 

今 
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       Top(頂上)を目指すということ 

 山登りに例えて話を進めてみましょう。 

私は学生時代ロッククライミングをしていました。その練習の一環で中央アルプスの「宝剣岳」という

山に登りました。その詳しい話は拙ブログ『Alloha!予備校講師は語る。。。』に書いてありますので、興

味のある方は是非、ブログ内で検索してお読み下さい。 

その時、私の目に映ったことを時系列で、受験に重ねて書いてみます。 

２-１ 高い山はよく見える 

 頂上というのは不思議なものです。最初「宝剣岳」の山頂はこのように見えました。 

 左上の山です。手前の緑「千畳敷カール」（別名：お花畑）、蒼天、とこ

ろどころ残った残雪が日に輝いていました。青を突っついている岩山の先

端がこれから登る山です。美しい。 

受験も一緒です。離れているから「登りたい」し、高ければそれだけ「良

く見え」ます。 

 

２－２ いざ登り始めるとしばらくは、上の風景が続きます。ところが一旦岩肌に取り掛かるとそこに

「美しい頂上」はありません。見えないのです。頂上に近づけば近づくほど

見えないのです。 

 目の前には岩があるだけ。ほぼ垂直に近い場所もあります。もちろん「鎖」

があって、それを頼りに三点保持で登るだけですから、言うほど大変ではあ

りません。問題は頂上が見えないことです。ここで不思議な感覚にとらわれ

ます。「この岩登り、楽しい。」頂上の事はしばし忘れて目の前の現実に没頭

しています。でもだんだん疲れるというか、飽きてきます。が、戻るわけに

は行きません。 

「ただ登るしか、あらへん」（諦念） 

「この岩と頂上の岩は一緒なんやなあ」（哲学的気付き） 

２－３ 頂上が見えた、立った。。。でも 

 とにかく滑落しないように。必死で鉄の鎖をぐいと引き寄せる。ひたすら前へ、前へ。後ろを振り返

る、というか真下を見る余裕もありません。幾時間か過ぎて。。。やっと。 

 

これが山頂です。大人一人がやっと立てる広さです。 

もっと何やら壮大なものを期待していたのですが、意外にチンケなもの

でした。 

でもこの甘い感傷が後で痛い目にあうことになります。ブログに続きは

書いてあります。 

Point２  

当たり前の先の頂上。でも立てる数は

決まっている。 

今 
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 基礎と基盤 
 

３－１ 基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基礎は構造物の強度、形状を決定づける極めて重要なものです。教科体系を作り上げる「概念」と言

い換えてもいいでしょう。数学なぞは極めて抽象化の進んだ世界共通言語です。「数の概念」と考える

と、「自然数」「整数」「０（ゼロ）」「少数」「分数」（ここまでは小学生で学ぶと思います）。。。「虚数」「素数」

etc 

３－２ 基盤 

 基礎の乗る土台が基盤です。脆弱であれば。構造物も建てる先に壊れます。昔は人力で土を叩いて固

めたそうです。これを「土方（どかた）」と言いました。美輪明宏「ヨイトマケの唄」のヨイトマケはそ

の意味です。要は「力仕事」。頭より体を使う。自力で時間をかけて「憶える」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Point３ 基盤一番！習うより慣れろ！ 

今 
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国語・数学・英語 

受験は総合力 
 ある教科が好きで、やればはまるし、わかれば楽しい。時間の経過は集中力の証。

その集中力を否定する気は全くありません。私も性質（たち）でいうとそんなところ

なので人様をとやかく言えません。但し、「受験」となると話は別です。国語だけで合格を判断したこと

はありません。他の教科にしてもそうです。ここでは数学と英語についてお話させて下さい。 

さきのある教科というのは数学です。これはエンドルフィン出まくりの教科ではないでしょうか？逆

に出ない現実を見せつけられると怖い面もありますが。それはずっとずっと先（？）のことでしょう。

今はやればわかる、無邪気な「はまった」時期にあるのではと思います。かつて数学主体の塾で働いた

ことがあります。「数学」をこれでもかと細分化して、学習スケジュールに乗っけるのです。見た目はた

くさん学べて、中位の成績の子には「はまる」要素満載の仕掛けが施されています。 

とにかく「多種」「多量」なのです。 

それが悪いの？またお叱りを受けそうですが、ここは「受験」という制限付きの「場」の中での話だ

とお考え下さい。「多種」を「基礎」と「基盤」に分けることが出来るとして、「自力」で出来る部分は

果たしてないのでしょうか？あるいは良質の問題を選択することで極力「少種」の形で授業時間の節約

はできないのか？ 

その節約が生む効果は計り知れません。 

「主体性」が芽生えるからです。アゴラに通うある生徒が前に通っていた予備校（上の塾とは違いま

すが）と比較してこんなことを言っていました。 

「前は授業を受けていたけど、今は勉強している」さらに「早起きになった」 

成績は自ずと伸びていくでしょう。あとはメンターのサポートだけです。 

 

さて話が横道にそれましたが、数学好きな生徒が疎かにしがちなのが英語です。「多読」だけで受験を

乗り切れる？無理だと思います。必ず英語の先生の「肉声」（英作添削含め）が必要です。 

英語は言語です。その観点から２種類の生徒を想定することができます。 

① より早期に言語としての英語をマスターした生徒。 

② 日本語にどっぷり使って生活してきた生徒。 

②の生徒に必要で①の生徒に必要でないもの「文法」でしょう。 

いろいろなところで目の敵にされがちな「文法」ですが、もうその年で英語による情報を理解しようと

するのなら「英文法」は英語体系を理解するために、必要なものではないでしょうか。要は文法が背骨

です。私たち日本人の背骨が日本語であるのなら、英語による情報を理解するために、その背骨を使っ

て肉付けするに越したことはありません。だから大学受験に文法関連の問題が多々あるわけです。日本

で活躍するパックンマックンなど多くの外国人も日本語の文法を勉強したそうですよ。 

でも、これも先の話どうなるかわかりません。日本人が日本語（漢文や古文も指します）をアイデン

ティティの拠り所としなくなった時、もう背骨は日本語である必要もありません。 

思考も日本語で行う必要もありません。その時果たして「日本人」は日本人なのでしょうか？ 

「今の多数の日本人に必要な英語情報を活用するための最善の方法」と考えて割り切ることです。 

Point４ 

好きだけ、物の上手なし！ 

今 
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結局、日本語なしでは何も始まらない 
下の図は各教科の連動をイメージしたものです。 

一つの教科の基盤が悪ければ、たとえ離れていても他の順調な教科の山登りにも悪影

響を及ぼします。すべては繋がっています。そして我々日本人にとっての母語である「日本語（国語）」

こそが、概念理解の大前提という意味で「基盤の基盤」ともいうべき領域なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Point５ 

 思考の源泉である国語という名の母

語で、あらゆる領域を横断する力を得

よう。 
 

今 

日
本
語 

数
学 

英
語 

理
科 

社
会 
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アゴラ国語個人指導 に込めた思い 
  次の２つ意味があります。いずれもアゴラ国語の大切なメッセージです。 

 

① 教科の「国語」を集団ではなく「個人指導」する。 

② 母語としての国語で社会に対して個人を育成する。（真意） 

 

思考の源泉である国語という名の母語でもって、あらゆる領域を縦断する力を得る。本来国語がす

べての教科の基本という時はこちらの意味です。 

その力を充実させて私達は社会の一員としての個人の独立・主体性を獲得します。それがひいては

他者へのおもいやりの源泉となり、社会に希望を見出せる未来づくりの担い手となると信じていま

す。 

この２番目が「アゴラ」本来 「国語個人指導」に含意された内容です。 

ならば、 

教科としての国語 

教科としての英語 

教科としての数学 

が必要となることは目に見えています。 

ですからアゴラでは高いレベルの「国語」「英語」「数学」を提供しているわけです。 

「高い」とひとこと言っても何のことやらわかりません。教授力のことでしょうか？わかりやすい授

業ができるということでしょうか？若者の中にあっても一番成績がいいということでしょうか？権威

ある賞をもらったということでしょうか？著作をモノしているということでしょうか？メディアで活

躍していることでしょうか？おそらくこれらの側面はすべて「高い」レベルと思わせる見た目である

ことに間違いないでしょう。 

 仮に、上に上げた人々に「あなたは高いレベルの学力をお持ちですか？」そう尋ねたとして、その

多くの方は「ＮＯ」と答えるでしょう。 

社会というのは「外圧」「内圧」「身体」「精神」「経済」「社会情勢」「地理的特性」「インフ

ラ」等々、数々の流動的要素に満ちあふれています。「明日、いかなる風が吹くのか、うかがい知れ

ぬ不確定要素満載の社会」です。「高い」も相対的な位置です。そこに無自覚にとどまり続けると、

いつの間にか「高い」から追い落とされてしまいます。そう言うしか方法がないので「高い」と書き

ましたが、それは他者と比較しての位置づけのことではありません。お伝えしたかったのは、 

「そこにとどまることを是としない」という意味での「高い」なのです。 

Point６ 

 動かせ！そして、考え抜け！その先に

主体的個人と成熟した社会はある。 

 

今 
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アゴラのメンター（先達）について 
 

今更、アゴラではどんな先生が教えているかということは説明の必要もないでしょう。 

「地味な」先生ばっかりです。生徒に先生の力量は理解できません。断言します。 

そんなことはないという生徒はそんなこともあるかもしれないという見方も必要でしょう。もちろん

「後生
こうせい

畏
おそ

るべし」（自分より後から生まれてくるものは、年が若く気力もあり、将来への可能性 をもっているか

ら、一生懸命学問に励んだら、その進歩は畏敬するべきもの があると言うこと。 出典『論語』）という言葉の意味

するところを知った上であらためて注意喚起したいわけです。 

自己が捉え得た、他己の評価を、ある「名詞」でとどめてしまっては他者の真意（本当）に近づく

ことを自ら放棄することになります。 

 一種、時代が産んだ「信者型教育」です。闇に射す上方の光になりふり構わず向かっていって、間

違いに気づいた時ははるか地上を離れ足もとがおぼつきません。だから「人を決めつけない」ことで

す。 

「先生」は生徒によって変化していきます。教育的ポリシーの強い「底光る人々」は生徒の意見を真

摯に聞き取り、長いスパンでの成長に思いを馳せて、「今、ここで」すべきことを伝播（でんぱ）する

力があります。 

アゴラ教科講師の特徴は 

①教科体系の背骨を作る力がある。（概念化の重要さを熟知している） 

②小学生から大学受験まで指導可能。（教科の根幹を伝える言語的アプローチに長けている） 

③教育の専門家として「人間愛」に基づく厳しさで生徒に接する。 

 

数学：岡本 和成（京大理学部数学科）※ 伝説の 1969 年入試（翌年まで影響あり）…学生運動による東大入

試中止の余波が京大・東工・一橋に優秀な生徒を集めたとされ

る。その時代は京大の黄金期でもあった。後にフィールズ賞を受

賞した森重文は東大入試が中止になったので京大入学。湯川秀

樹・朝永 振一郎等が教鞭をとっていた時代。（指導歴 45 年） 

数学授業概要 

『直行数学』 

  数学の世界には一握りの「天才」と呼ばれる人たちがいます。たいへん優秀な才能を持った、一

握りの人たちです。そういう天才には及ばなくても、受験数学くらいは楽に解いて志望の大学へ直

行で合格できるような名付けて「直行数学」を目指します。 

もちろん人類の遺産たる数学の勘所ははずさないようにするつもりです。それはペダンティック

（学識を振りかざす）なものではなくどっしりした考え方とでも言うべきものです。 

 

英語：下地 鵬正（明治大学政治経済学部） ※京セラ入社。営業職から教育の道へ。構文文法を中心に生徒

自らに説明させることで知識の定着を図る。さらに共テ英語とは一

線を画す二次対策として英語論文の内容理解を日本語でのセッショ

ンを通して思考を深める。生徒の面倒見は硬軟取り混ぜた個人対応

型で生徒の信頼は厚い。（指導歴 7 年） 

英語授業概要 

『構造重視の体系英語』 

今 
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入試英語は直線的学習で階段を登れば力がつくというのは間違った学習である。いわゆるボトム

アップ式の学習では相乗効果が望めない。 

トップダウン式の最高到達点から逆算して学習計画を立て、その時点ですべきことを確実にこなし

ていくことだ。 

  英文を理解するためには英文の「構造」に着目できなければならない。いわゆる部分と部分の

「関係性」である。その実践力養成の前提にあるのが、文型や基礎的構文の繰り返しの学習で英文

のパターンの習得に努めることだ。その時、何より重要な事は、単語の意味、イディオム、文法事

項、構文などから導出できる逐語的訳を第一に行うということ。これは一切の妥協のない学習履歴

がそのまま問われるものであり、それができて構造的訳へと道を進めるべきである。 

 

 

国語：上江洲 朝也（立命館大法律学科）※ アゴラ国語 主宰。西一戸。入学式は新入生総代。「大学生たる

もの権力へのレジスタンスに美を見よ」と述べ、一部から熱狂的

に支持。語学教授と馬が合わず学内放浪。「筋ジストロフィー」

患児との交流の中で「死」への洞察が深まり、結局、「法による

人間関係の解釈」から「絶対的孤の存在同士が生死を介して結ば

れる共感世界」への憧れへと転向する。その後、莊子「無用の

用」への傾倒。（指導歴 35 年） 

国語授業概要 

『〈場〉の設定と〈対（つい）〉概念』 

  思考の基盤を作ること。これは先の説明で行ったとおりです。「基盤」は「基礎」を、その先の

「構造物」を、根底で支える「力の源泉」です。目に見えないがゆえ、支えであるがゆえ、次の点

に意識を向けるべきでしょう。 

① 傍線部の拠って立つ文脈を常に意識すること。[文脈依存・構造] 

② 対概念を軸に文章を構造化し立体視すること。[隠された一項・三段論法・弁証法] 

自ずと次のことが導かれます。 

③一貫したテーマのもと一つの主張が根拠を伴って現れる。［通底するテーマ］ 

 

それらの「運動としての思考」は主体的であり、社会性を帯び、世界に彩（いろどり）を与えま

す。 

私たちは現実とどう向き合い、どんな問題点があるか、それに対してどんな答えを導き出せるかと

いう「考え方」の基本を学ぶことができるでしょう。そこにもし普遍性があるとするのなら、「現

実の課題」とは、決して「私だけの課題」なのではなく「社会の成員皆が幸福を追求する上での妨

げとなる問題」となります。ですからこうも言えます。 

国語の学びは社会の幸福度を上げる！ 

Point７ アゴラのメンターは等身大で嘘

をつかない。それが生徒との併走を許され

る第一の条件である。 
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2014 年のセンターで起きた興味深いこと 
 

 まず、下記の数字をご覧ください。 

 アゴラ現役平均点 全国平均点 偏差値 
超有名進学校 

私立N高校（兵庫） 

英語 159点 118.87点 59.8 178.6点 

数１Ａ 85点 62.08点 60.５ 92.8点 

数２Ｂ 83点 53.94点 62.6 92.9点 

国語 135点 98.67点 63.5 137.6点 

  

昨年度 2014年センター試験本試験受験の現役生の結果です。毎日通塾していた生徒に限っていま

す。 

Ｎ高校の得点ですが、英語・数学は９割。国語は６割８分です。彼らが特別に劣っていたということ

はないでしょう。国語以外の教科は９割前後です。 

国語の平均点はとうとう１００点を切ってしまいました。更に５０万人受験して満点の２００点が

一人もいない。最高点は１９５点です。前代未聞の出来事です。 

予備校で国語の教科以外を専門に教えておられる先生は「国語得意」と勘違いしている方も多く見

受けられます。この４・５年です。国語が難化したのは。それまでは超人高校生でなくとも１８０点

は何となく取れたものです。その感覚にしがみついている方があまりに多い。もちろん出来る人は出

来ます。ただ、普通の秀才はもちろん通常人レベルにとって、高く目の前にそびえるものがありま

す。 

  制限時間 です。 

８０分で現代文（更に評論文・小説に分かれます）・古文・漢文（中国の古文です。中国人も読め

ません）の三領域を塩梅良くこなさないといけません。捨てる勇気も必要で、ところがいざ捨てよう

という段になると、ここまで考えたのだからと逡巡する。漢文はかつて簡文と言われ生徒の得点源で

した。しかし、昨今の漢文を見るに、語法をやればどうにかなるという時代は終わったように思いま

す。時の変化、場面の変化、個別体験から一般化への変化等構造面に意識を集中し、多様な意味を持

つ漢字一語に文脈上での的確な意味を付与しなくてはなりません。これも結局時間がかかります。 

さてそんな中アゴラの生徒の得点は驚異的です。国語だから私が関与して

いる。全くしてないとは言いませんがむしろ、左の写真に秘密があるでしょ

う。センター演習（全教科）の結果を 20回分ほど壁に貼り重ねています。 

自主ゼミです。 

アゴラでは「学習環境」を何より大切にします。学習環境を作り出す最たる

ものは「生徒の主体性」です。 

 主体的個人は他の主体的個人を触発します。そこで生まれる合目的的な適

度な緊張が更なる主体的個人を作り出していきます。 

 

Point７ 生徒こそ良質な学習環境である。  

 

今 
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時間割・年間スケジュール 

講座案内 国語・数学・英語 

重要事項 
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2024年度 AGORA 前期 時間割 

 

※時間割は変更する場合があります。その場合は事前に生徒の了解を得て行います。 

   

日曜・祝日（含:振替休日）は原則休講とします。また定期試験期間中も休講です。 

定期試験一週間前の期間は開講します。但し履修進度に遅れが生じた場合は講師と相談の上開講を決

定します。 

アゴラでは学力の伸長を「良質な授業の提供」×「生徒の自学習時間の総量」と考えています。こ

の観点から休息・自習時間の確保は成績伸長における重要な要件と認識しておりますのでご理解ご協

力の程よろしくお願いします。 

なお講座数については定期試験、日曜祝日、8月後半 10日間自学優先期、年末年始、旧盆等の必須

イベントを除外した授業実数を算定の根拠としています。 

 

 

 

 

 

 月 火 水 木 金 土 日 

 １F １F １F １F １F １F 1F 

15:00        

15：45 
個人指導 

16:00 

個人

指導 

個人

指導 17:00 

 

      

17：45 

18:00 

個人指導 個人指導 個人指導 個人指導 個人指導 個人指導 個人指導 
 

20:00 

        

20:15 

個人指導 

国語 

（難関） 

選抜  

上江洲 

個人指導 

個人

指導 

 

数学 

難関 

高 2 

岡本 

国語 

標準 

高 1 

上江洲 

個人

指導 
個人指導 

 

22：15 

       

23：00        
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年間スケジュール 

２０２４年度 

前期 補習/自学自習 後期 
2次直前

（高 3 のみ） 
新学期開講 

3 月 1 日～8 月 2４日 
8 月 24 日 

～8 月 31 日 

9 月２日～１月 17 日（高 3） 1 月 25 日 

～2 月 24 日 

202５年 

3 月 1 日 9 月２日～2 月 28 日（中 3高 1 高 2） 

26 週  20 週（高 3）/26 週（中 3高 1 高 2） 4 週  

※大学入学共通テストは 2025 年 1 月 18 日・19 日 

 

 

下記講座案内は抜粋版です。詳しくは WEBサイト・別紙参照。 

 

 

 

講座案内 国語 

 

講座名：難関国語 

対象：高３ 

古文分野 センター古文～東大論述問題までを扱います。特に単語・文法の基本事項は「忘れて覚えて」

を繰り返して定着させることです。心もとない生徒には「解釈文法（テキスト）」も使って得点力の底上

げを図ります。 

現代文分野 東大・京大、その他の大学入試問題の良問を学習します。特に国公立問題に文脈を意識さ

せるような良問が多いようです。中でも東大はすべての問が有機的に繋がっています。階段を登るよう

に問題が設置され、最終問題では「鳥の目」で全体を俯瞰する力が要求されます。構造を読み、文脈に

依拠した答案作成の成形練習を行なっていきます。 

 

 

講座名：受験国語 

対象：高校３年生中心 

古文分野 このクラスの受講条件は古文文法（解釈文法）をひと通り終えたことが前提となります。特

に敬語は厚みを持って説明します。何か一つ自信を持てば、学校での学習意欲も変わってきます。範囲

はセンター古文を中心に扱います。 

現代文分野 通底するテーマを意識し、構造的に文章を読む練習を行います。センター試験の良問と国

立私立の隔て無く頻出テーマの良問をとりあげます。その中でもセンター小説は「出題意図」が見えて

くると一挙に得点率が上がります。その「見る」ことを感覚的なものではなく、客観的方法論的にアプ

ローチして行きましょう。評論文は言葉の置き換えレベルから、文脈依存の言い換えのレベルへの脱皮

を目指しましょう。 
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講座名：標準国語 

対象：高校２年生 

 

古文分野 このクラスは関谷浩「はじめの一歩」をテキストとして採用します。文法の全体像を掴まえ

たあとに同著者による演習問題を取り入れて古文の読解力を盤石なものにします。特に敬語と和歌は厚

みを持って説明します。何か一つ自信を持てば、学校での学習意欲も変わってきます。範囲はセンター

古文～最難関大を中心に扱います。 

現代文分野 通底するテーマを意識し、構造的に文章を読む練習を行います。センター試験の良問と国

立私立の隔て無く頻出テーマの良問をとりあげます。その中でもセンター小説は「出題意図」が見えて

くると一挙に得点率が上がります。その「見る」ことを感覚的なものではなく、客観的方法論的にアプ

ローチして行きましょう。評論文は言葉の置き換えレベルから、文脈依存の言い換えのレベルへの脱皮

を目指しましょう。 

 

講座名：初級国語 

対象：中学・高校全学年 

古文分野 このクラスは古文の文法をわかりやすく解説します。単語から短文へと無理なく理解し、学

校テキストレベルの古文読解を容易にします。テキストは「解釈文法」を使用し、読解の科学的アプロ

ーチの素地を作ってもらいます。 

現代文分野 通底するテーマを意識し、構造的に文章を読む練習を行います。中学生に必要なことは運

動としての読みに慣れることです。「見る」ことを感覚的なものではなく、客観的方法論的にアプローチ

して行きましょう。評論文は言葉の置き換えレベルから、文脈依存の言い換えのレベルへの脱皮を目指

しましょう。 

 

 

講座案内 数学 

 

講座名：難関医進数学 

対象：高３理系（東工大・難関大医学部） 

本番で確実に得点できるようにすること。部分点獲得はこれを大いに重視する。 

 

講座名：標準数学 

対象：高２（高３） 

一年生範囲で重要なところは「整数」と「確率」ということになり、今までもそこに重点を置いてき

ました。そして「整数分野」の勉強は現在も続いています。ここは早いうちにたくさん問題に当って若

い頭脳で慣れてた方がいい分野なのでもう少し続くことになると思います。２年範囲では、「ベクトル」、

「数列」、「微積の概念の獲得」が重要な分野でしょう。 

 

講座名：初級数学 

対象：高 1高 2 

 数学１～数学２のしっかりとした土台がためをしていきます。今後の数学の得意不得意を決めていく

大切な講座です。しっかり復習し、できるだけ予習もして授業に臨んでいきましょう。 
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講座案内 英語 

 特記事項：各講座とも、生徒の履修状況に応じて細目を決定する。内容は講座概要に記されている範

囲に沿って行う。 

 

講座名：難関大英語 

対象：高校生 

講座概要：  

英語を構造で見る能力に加えて、文脈で単語の意味を決定する東京大学及び難関大学の入試英語に対応

できる実力を養成するための講座。 

 

 

講座名：受験英語（英語構文） 

対象：高校生 

 講座概要：この講座では、英文解釈の基礎から応用への橋渡しの授業を行う。基礎の英語構文では、

英文のパターンを文型や基礎的構文の理解を深め、逐語的訳から構造的訳の基礎を養成し、応用編では

難関系の英語に必要とされるレベルの養成を行う。 

 

 

講座名：基礎英語（英語構文・英文法） 

対象：高校生 

講座概要： 

英語構文では、英文のパターンを文型や基礎的構文の理解を深め、逐語的訳から構造的訳の基礎を養

成する。履修済みの英文法を演習で基礎的知識を確認・定着を図る講座。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記講座については各年度により変更があります。 
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重要事項 

重要Ⅰ［講座数の根拠］ 

 日曜・祝日は原則休講とします。また定期試験期間中も休講です。定期試験一週間前の期間は開講し

ます。但し履修進度に遅れが生じた場合は講師と相談の上開講を決定します。 

アゴラでは学力の伸長を「良質な授業の提供」×「生徒の自学習時間の総量」と考えています。この観

点から休息・自習時間の確保は成績伸長における重要な要件と認識しておりますのでご理解ご協力の程

よろしくお願いします。なお別紙料金表における、授業料の算定につきましては、定期試験・日曜祝日・

8 月後半 2週間自学優先期・年末年始・旧盆等の必須イベントを除外した授業実数を根拠としています。 

 

重要Ⅱ［東大クラス及び難関大・医進クラスについての説明］ 

 １：１の個人指導に競争原理を加えたクラスです。１ユニットはモチベーションを高めあえる２名～

３名のメンバーに限定し、生徒個人の現状学力を高める授業を行います。講師は生徒とのやり取りを通

して生徒のレベル・学習履歴・メンバー間の共通課題を把握した上で指導を進めていきます。その時時、

個人の学習状況に利する最良の課題を提供し、自主学習を促進させることで学校授業・アゴラ授業で最

大の効果を生むように配慮します。 

なお、このクラスはクローズドクラスを前提としています。東京大学医学部（東大クラス）及び旧帝

大・難関医学部（難関大医進クラス）志望に最大限のバックアップ体制を取ります。 

現生徒に遜色のない客観的資料・意欲をもつ希望者があれば、模試成績・面談行った上でユニット参

加の可否を総合的に判断させていただきます。 

 

重要Ⅲ［自主ゼミについて］ 

 理系に進む生徒にとって不安のもとは国語です。今年の国語は共通一次・センター試験を通して最も

平均点の低い最難の年となりました。そんな中での平均偏差値 63.5 は特出すべき数字です。「主体性」

を持つものが「自主ゼミ」でいっそう実践力を培ったことは想像に難くありません。これは私の教え子

であれば皆体験していることです。これが「学習環境第一」を唱える理由です。 

 

重要Ⅳ［季節講習会について］ 

春期講習・夏期講習・冬期直前講習については下記の理由により、実施しません。尚、授業は通常通

り行います。 

① 複数の塾・予備校、さらに学校の季節講習会に参加する生徒にとって、予習・復習の時間を考え

た時、いずれも消化不良になりかねない。そこから、「授業を受けていれば力がつく」という誤っ

た考えがはびこり、生徒の「主体性」を阻害しかねないこと。 

② そもそも「学習」は連動、そして継続という流れがあってはじめて、相乗的に効果が上がるもの

と考えます。講習会を実施することでその流れの分断が生じる危険性も持っています。 

③ ご家庭の経済的負担軽減にもつながる。 

④ 今年度の生徒の実績を見れば明らかですが、講習会がないことで、自分自身のスケジュール管

理に余裕ができ、その結果、学習時間が大幅に増え、高得点につながった。 

 但し、「アゴラ国語」は「生徒の主体性を尊重する場」としての役割を担うと同時に民間の教育

機関でもあります。生徒の意見、講師の考え、ご父母のご理解を頂いて、実施の必要性が生じれ

ば、「短期集中講座」や、希望の生徒には「個人指導」も実施したいと考えています。その時はご

理解、ご協力をよろしくお願いします。 
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重要Ⅴ［適正人数について］ 

 教室のキャパシティ、講師と生徒との不即不離の関係を円滑に保つことを勘案すれば、各講座５名程

度が望ましいと考えています。 

 

重要Ⅵ［費用について］ 

 アゴラ開講より在籍いただいた皆様にこの場をお借りして心より感謝申し上げます。そのお陰を持ち

まして昨年度の運営も滞り無くスムーズに行われました。たとえご子息の教育のためとはいえ、このご

時世、過分なご負担になったことは想像に難くありません。 

今年度は料金体系を抜本的に見直し、年度内の支払総額は県内大手予備校に準ずるか、一部単科塾の

支払総額より安い単科設定とさせて頂いております。また先般お知らせいたしました消費税の加算につ

きましては県内の経済活動の停滞を鑑みて据え置きとさせていただきます。 

授業の質は講師の力量と生徒の作る向学的雰囲気にかかってきます。講師の質は掛ける対価で優秀な

先生は集います。買えないのは生徒の作る「学習環境」です。同じ講師でも他塾とアゴラで評価が全く

違うのは、生徒の作る「学習環境」が講師の引き出しを存分に引っ張りだし、講師もそれに応えるとい

う理想的な学習環境がアゴラにはあるからだと思っています。 

「生徒こそ最高の学習環境」ならば、誰かれ構わずということにはならないわけで、主体的な学習者

への脱皮を求める生徒にアゴラに入塾していただきたいと考えています。 

おこがましいのは承知のうえですが、もしそのような塾に興味がおありの方がいらっしゃいましたら

ご紹介いただけたら幸に存じます。 

 

重要Ⅵ［費用の返金等について］ 

お支払いいただいた費用につきましては、原則として返金いたさないものとします。法的根拠につき

ましては下記のとおりとなります。 

当校は過卒生も通塾する教育機関ですので、特定商取引法上の「特定継続的役務提供」に該当せず、

規制対象とはなりません。 

但し、当校の事情による債務不履行につきましては不履行分の返金を致します。また生徒事情に社会

通念上返金の義務があると考えられる場合は、話し合いによって解約する合意解約をいたすものとしま

す。 

別紙「2024年度 AGORA国語 料金表」参照。 

 

重要Ⅶ［1：1個人指導及び 1：2or3ユニット個人指導について］ 

1：1個人指導（完全生徒対応指導） 

 one-to-one lesson です。生徒個人に対応したカリキュラムで目標に向けて「今」「必要な」指導を「生

徒の理解」に応じた指導を、国語：上江洲、数学：岡本、英語：下地が責任をもって行います。 

1：2or3ユニット個人指導（個人指導×2名） 

１：１の個人指導に競争原理を加えたクラスです。１ユニットはモチベーションを高めあえる２名の

メンバーに限定しクローズドクラスとします、競争意識が働くことで生徒個人の現状学力に最も適し

た授業が提供出来ます。国語：上江洲、数学：岡本、英語：下地が責任をもって行います。 

効果 

講師は生徒とのやり取りを通して生徒のレベル・学習履歴・メンバー間の共通課題を把握した上で指

導を進めていきます。その時時、個人の学習状況に利する最良の課題を提供し、自主学習を促進させ

ることで学校授業・アゴラ授業で最大の効果を生むように配慮します。 

３ヶ月１クール制 

基幹教科履修には、他教科との学習バランスが非常に重要となります。最低３ヶ月の継続がなければ
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本質理解・難関大対策・弱点克服等はできません。ですから、「アゴラ国語」では短期集中のために３ヶ

月を１クールの基礎期間として設定します。「３ヶ月で最低でも１つの自信を」を生徒との合言葉に、目

標達成に向けた最善の努力を行います 

指導料等費用 

個人指導料金は［アゴラ国語個人指導料金等重要事項について］（別紙参照）の料金表に基づき、ご相談

の上決定していきます。尚個人指導継続の場合、継続割引がございます。 

学習スケジュール（例） 

指導内容が明確で三者のコンセンサスがとれている場合は提示しない場合もあります。 
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一斉指導クラスに関する取り決め 

 

提供する学習サービス 

・授業 

・自習室の利用（常時開放） 

・生徒本人・保護者様への学習及び進路相談（電話相談・メール相談も含む） 

 

契約、お申し込みについて 

・授業料のお支払確認ができた時点をもって契約成立とさせて頂きます。なお前期 6 か月、後期 6 か月

の前納制となっております。 

 

受講の欠席について 

・自己都合（病気・急用等）での欠席の場合は、授業日の前日もしくは、授業開始１時間前 

までに電話あるいはメールでご連絡ください。授業資料作成に影響が出るためです。 

・なお一斉授業で、欠席された場合の通常授業の振替はありません。またその際の授業料の払い戻しも

致しませんのでご了承ください。授業を受ける権利自体は提供されていて、自己都合により権利の行

使を放棄したという考え方に基づきます。 

 

補講について 

・原則、通常授業・テスト対策の欠席による振替補習はありません。 

 

休講日について 

・土曜日・日曜日・祝日は原則休講となります。慰霊の日、自学自習期間、年末年始も休講となります。 

・台風などの悪天候で通塾困難と判断した場合は臨時休講となります。その際の振替授業は 

原則ありません。 

・講師都合（新型コロナ罹患等病気）による休講の場合、下記、授業回数を下回る限りにおいて補講の

対象といたします。 

 

授業回数について 

・各曜日間の不公平を是正するために、授業回数の調整を行います。テスト対策の休講、学校行事によ

る休講（自己都合による休講）を加味して実質 2か月で 7回の授業回数、6か月で 21回の授業回数と

お考え下さい。 

 

 

個人指導は回数による契約ですので上記受講回数は該当しません。 
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アゴラ教育理念＆メンター紹介 
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大学入試改革についての私感 

 

この入試改革は「大学入試改革」ではないということに気をつけなければなりません。「高大接続」の

もとをたどれば、保育・幼小中連携の先の高等教育であるということです。 

日本の場合、社会に出ると OJT（オン・ザ・ジョブ・トレーニング）で会社の仕事を協同的に行うこ

とが求められてきました。しかしグローバル社会では専門教育で何を学び、どのような戦力となれるか

が、アピールポイントになります。現在日本で行われている OJTでは大学で何を学んだかはあまり問わ

れません。そういう観点からすれば今回の改革には一定の理解は示せます。 

 

ただし、テスト結果の情報、それは座学にとどまりません。各大学が個別に行う入学者選抜（以下「個

別選抜」という）においては、入学志願者が高校教育で身に付けた「生きる力」、およびその中の３要素

の一つである「確かな学力」をいかに大学教育で発展・向上させ学生を社会へ送り出していくか、その

ためには大学の入り口段階でどのような力が求められるか、これを多面的・総合的に評価します。 

「生きる力」は、「豊かな人間性」、「健康・体力」、「確かな学力」で構成され、 

「豊かな人間性」とは、国及び社会の責任ある形成者として必要な教養と行動規範を身に付けることを

いいます。 

「確かな学力」とは、 

①主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性・多様性・協働性）、 

②知識・技能を活用して、自ら課題を発見しその課題に向けて探求し、成果等を表現するために必要な

思考力・判断力・表現力等の能力、 

③「知識・技能」で構成されます。 

 

今回の大改革は「問題が解けないのではなく、もしかしたら問題の意味を理解していないかもしれない」

生徒のみなさんにとっては、まさに「ふるい」の類に近いものなのかもしれません。でもこう考えるこ

ともできるでしょう。「今まで分かったつもりで文章を読んでいたことが、あらためて文章を理解する

ことの難しさが分かった。それをクリアできたら必ず成績は向上する」 

 

東ロボくん（AIで東大合格を目指すプロジェクト）で有名な新井紀子先生が主催者となり行うリーディ

ングスキルテスト（RST）を受験することも検討しても良いかもしれません。 

 

「日本語のルールに従って教科書の文章を読むことができない生徒がいるのではないか」という仮説か

らスタートした「基礎的な読む力」を測るテストです。 

教科書などの基本的な文章はもちろん、図やグラフなどからも情報を読み取ることができるのか。 

「リーディングスキルテスト」では、文章に書かれている意味を正確にとらえ、新しい知識を身につけ

るために必要な「骨太の読む力」を科学的に測定・診断します。 

 

https://www.yozemi.ac.jp/rst/ 

 

ご承知の通り、記述式問題はなくなりましたが文部科学省の教育行政の方向性を示された例として 

次のページ以降で 

「共通テスト」国語（古文・漢文を除く）出題例を大学入試センターより一部抜粋して転載します。 
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正解は HPよりダウンロードして御覧ください。 

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00035541.pdf&n=0401_%E6%AD%A3%E8%A7%A3%E8%A1%A8_%

E5%9B%BD%E8%AA%9E.pdf 
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設問解説 

問１ 【傍線部を説明する問題】（30字以内） 

 「指差しが魔法のような力を発揮する」とはどういうことか。という問いである。 

「魔法のような力」が指し示す実際的な効果を問うていて、それがなぜ魔法と言えるのかまでは問うて

いない。一般的な記述式問題の場合、この問題なら、魔法のような力の実質を端的に述べ、「魔法のよう

な」という比喩表現を用いる理由まで説明するのが本来の指導現場である。 

 このての問題を繰り返し学習しても２次試験の問題に太刀打ちできない。むしろ表面的にすぎるあま

り「文脈に依拠した意味」を捉える学習姿勢から遠のくことが予想される。 

「高い山」に登る訓練は「低い山」に登るときでも決して侮ってはならない（問題の要求を理解する）

という教訓とともに「低い山」に登ることを可能にする。 

 

問２ 【文脈を整理した図式の空欄を補充する問題】（40字以内） 

この問題は、文章の整理から図式化するという新傾向を意識した問題となっているが、図式化自体が平

易で、高校レベルは名折れである。図式が捉えているのは、第３段落と第４段落の冒頭だけであり、ほ

ぼそのまま抜き出しても正答となる。 

 記述式問題を入れる目的そのものが問われる。情報を抜き出して並べるだけで、深い思考が必要ない

のであれば、従前のマーク式のほうがまだ考えることの現実に適応している。 

 

問３ 【新しく発見した事例についてその理由を複数のテクストの内容をもとに説明する問題】（80 字

以上 120字以内） 

 この問題は、言語論から記号論への知識の広がりを意識した問題と言える。現実実感に即した文章だ

から読みやすかっただろうし、「世界を見る目」を養う意味で良い問題であった。言葉を習得する際に

は、指し示す対象物がそこになければならないが、習得してしまうと、対象物がそこになくても、言葉

だけでコミュニケーションができる。 

言葉を習得すると、その言葉が指示するものが、必ずしも話し手が指示したいものと同一視できない

ことがある。話し手は実際のリンゴを思い浮かべているが、話し手が紙に書いたリンゴの絵やリンゴと

いう言葉は、実際のリンゴではない。しかし、それでも聞き手との間にコミュニケーションが成り立ち、

聞き手は実際のリンゴを想像することができる。それは、私たちが他者（話し手）の視点に立つことが

できるからであり、他者（話し手）と同一のイメージを持つことができるからである。 

 まことさんは、リンゴの絵ではなく、地図上のある地点を例に挙げて説明する。前半は、地図上の地

点を指さした場合、話し手が思い浮かべているのは、地図上のある一点ではなく、実際の場所であるが、

それを聞き手は理解することができるという内容が書ければよい。後半はなぜ聞き手はそれを理解でき

るのかを、文章Ｉあるいは文章・の適当な部分を使って説明する。 

 本文の内容（「世界を見るための入り口」）に即した良問である。 

 

考察 

①問われていることが何であるのか設問の意味（出題者の要求）を読み取ることに神経を集中する。 

  ⇒最近の生徒を見ていると問題自体の意味がわからない生徒も増えている。これは先に示した RST

も参考になる。 

②時間内（１００分）で問１「記述」、問２「資料読み取り」、古文、漢文をやり通すのは困難である。

ここで安易に対策を述べることは避ける。まずは習うより慣れろである。 
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主な合格実績 

【大学】 

慶応義塾大学医学部特待生、順天堂大学医学部 

東京医科歯科大学医学部、新潟大学医学部、広島大学医学部 

琉球大学医学部 15 人 （医学部 9 年連続現役合格） 

東京工業大学工学院、長崎大学歯学部、北九州大学歯学部、琉球大学理学部 

東京理科大学理学部 

一橋大学経済学部、九州大学法学部、神戸大学法学部、奈良女子大学文学部 

大分大学福祉健康学部、神戸市外国語大学外国語学部 

早稲田大学 政経学部/法学部/文学部/文化構想学部/基幹理工学部 

慶應義塾大学 文学部 、上智大学 法学部/国際教養学部/文学部 

学習院大学 法学部、明治大学政治経済学部/商学部/国際日本学部、 

青山学院大学 文学部、立教大学文学部、中央大学 法学部/商学部、法政大学 社会学部 

関西大学法学部、関西学院大学文学部、同志社大学文学部、 

立命館大学 法学部/産業社会学部、京都女子大学文学部 

立命館アジア太平洋大学、日本大学商学部、京都産業大学文化学部 

【高等学校】 

慶應志木高等学校、立教新座高等学校、沖縄尚学高校 

【中学】 

女子学院中学、東京ドルトン学園、開邦中学、昭和薬科中学、沖縄尚学中学 
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アゴラへのＷebアクセス 

 

 

① アゴラ国語ホームページ 

 

 

② 主宰 BLOG 『Ａｌｏｈａ！予備校講師は語る。。。』 

 

 

③ 合格体験記『Agora国語。。。合格への道。。。』 

 

 

④ アゴラ国語 時間割 
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